
多様な人材の育成
多様な個性を尊重し、一人ひとりが持てる力を最大限に発揮できる職場づくりを
進めています。また、地域の未来を担う人材の育成に努めています。

● マイノリティ（少数派）の意見が尊重されない社会　● 差別や格差の拡大

● 自分らしい未来が描けない社会　● 様々な課題が解決できない未来

取り組まないと待ち受ける未来

●セレクト時差勤務制度
●配偶者出産特別休暇制度
●育休後復帰セミナー
●提携保育所の設置
●１年間の介護休業制度

だれもが自分らしく輝くために

魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種の
ニゴロブナ・ワタカを保護・育成・放流し、侵略外来魚を駆除するなど、滋賀県
ならではの“いきものがたり”活動を展開しています。この活動は、環境リテラ
シーの高い人材の育成にもつながっており、活動は年々広がっています。

琵琶湖の生物多様性・環境を守る
“いきものがたり”活動

地域の学校やお取引先等に行員
が出向き、ＳＤＧｓや金融リテラシー
の向上を目的とした講義を実施。
行内では階層別研修を実施し、
ＳＤＧｓ思考を持った行員の育成
に注力しています。外部セミナー
でも積極的に講師を務め、2019
年度実績は5,415人となりました。

持続可能な社会を共創する人材を育てる
ＳＤＧｓ・金融リテラシーの普及・向上活動、
次世代人材の育成

行内人材公募制度
・デジタル人材
・コンサルティング部門など

証券アナリスト

名25
FP1 級

名198
宅地建物
取引士

名177

お客さまがゴール（将来のありた
い姿や目標・夢など）に到達する
ための最善の方法を、お客さま
の立場で寄り添いながら考え、
提案・解決できる力をもつ「人財」
の育成を進めています。

●e-JINZAI の活用

●外部専門機関への派遣
●専門資格取得サポート

●ゆとりプランセミナー
休日を活用したセミ
ナーを開催。
年間延べ2,500名を超
える受講生が自己研鑽
に取り組んでいます。

Webコンテンツを利用した自己啓発。
（2020年4月～8月間で、延べ10,194回受講）

コンプライアンス体制　
「滋賀銀行の行動規範」を遂行し、法令等遵守を徹底するなど、専

務取締役を委員長とする「コンプライアンス委員会」が中心となり、
「コンプライアンス・プログラム」に取り組んでいます。

●コンプライアンスヘルプライン
●弁護士相談制度

内部通報窓口設置

ダイバーシティを推進する取組の一環とし
て、ビジネスカジュアルの試行を開始しまし
た。性別や職位に関係なく、誰もが自分らしく
働ける職場環境づくりに取り組んでいます。

ビジネスカジュアル

心身ともに健やかに働ける環境づくり
●外部カウンセリング制度

●ストレスチェックの実施
●メンタルヘルスに関する研修の実施
●人権啓発

メンタルヘルス不調を未然に防止するために、職員全員にカウンセリ
ングチケットを配布し、行外の専門家に無料で安心して相談できる
カウンセリング制度を実施しています。
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セミナー・研修実施状況
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金融 次世代

主任 
232人

331人

支店長代理
77人

支店長・次長  
22人

2020年3月末現在

女性管理職の内訳

キャリア形成・スキル向上

専門資格の取得者状況

2020年3月末現在

2020年2月～
試行中！

どうして「多様な人材の育成」に取り組むの？

中小企業
診断士

名42

新入行員研修

階層別研修
職務別研修

多様な学びの場の提供

多様な人材の育成 ワークライフバランス＆働き方改革

2016年4月
近畿の地方銀行で

初めて取得

管理職比率女性

29.39%

2020年1月
「えるぼし」（二つ星）認定

倫理観の高い行員の育成課題解決型人財 ダイバーシティ 環境ボランティア活動

生き生きと働ける職場づくり

ヨシ苗植えボランティア

外来魚駆除・釣りボランティア

ヨシ刈りボランティア

ニゴロブナ・ワタカ放流式

森づくりサポート活動

お客さま・地域社会の未来を切り開く
「課題解決型人財」の育成

刈り取ったヨシは

名刺に生まれ

変わるよ！

くわしくはこちらをチェック！
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